
なお、酔漢字名のi長当? となくてはならないな[ のような見解から 1 m同らぬ小型であるが竹の 1種
どと主張する学者があるが、もともと日中両国で、そ! である。
れぞれ透った憾物に対してつけられた名で、和産のず
ずに、渓名の篠をi結びつけることの方が、余程、不自 l

然な、非科学的なことである。

パンブーの認は東南アジヤの植物が産んだ言葉であ
る。マレ一半島などの竹類は地下茎の先端が上向して

我々の祖先は竹と笹をどうして区別して命名したか

l秤となる。それ故、手早は肉が特に厚く、族生す石。こ
の多数の群が大火にあうと節間の空気が膨張して、厚

というと、得を利用しているものには0 0ダケ、実を! い材を裂き、怒せられた宅気が裂け目から吹き出るの
食器とか観賞用などに用いたものには0 0付と命名[ である。この音を聴くと、大まくパシプー、パシブー
した。例えば竹として稗を利用したものではマダケ、 ! ときこえるのである。同時に熱い空気が吹きでるので
ハチ九ヤダケ、ススダヶ、カシチク、ネマガリダ! ある。それで遂に、マレ一地方の土人がその音からパ
ク、 νノダケ、ゴキダケなどで、笹と呼んだものには y プ - Bambu といい出したといわれる。

(  その後、東西の交通がさかんになるにつれてパンプクマサナ. ナマキサナ、ネナサ、オカメサずなどであ l

る。 ーの稗と名材、が西洋各国に伝り、同一爆音パシプーを
しかし学問的には、竹と笹の区別は、タケノカワが l 諾斡として事長[ じしたと思われるのである。すなわち、

笥の成長後に落ちるか、あるいは永久に着けているか イシド諾では M a m b u (  =  Bambu)、スペイジ諮では
:  B a m b u，ポノレトガノレ語では B a m b u、英語では Bam-ということで、前者を竹といい、後者を笹と呼ぶこと l

を私が提唱したo 上記の種類で竹の類には7 ダケ、ハ， boo，ドイツ誇では Bambus、フランス諾では Bambou，
チクでヤダケ、スズダケ、カシチク、ネマガリダケ、 l ソ聯誇では Bambuk、イタリー誇では Bambu、ォラ
νノダケ、ゴキダケなどはクマナナ、チマキナナなど y ダ語では Bambo郎、ラテン諾では Bambusa と語尾
とともに笹のグループである。また、オカメナサは上 l が変化している。

①武図久官、民狭と棺物、 144ページ、〈昭和22年〉
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六甲山系植物誌

神戸市農政局編

; 4 ; : 蓄は神戸市の委嘱によって京都大学農学部の岡本 l ことである。また、牧野富太郎先生などの摺物図鑑は
省吾先生が昭和11年から25年まで四季に亙って採集調 l主として関東辺のものと、関西の普通穫とであるが、
王まされたもので、六甲山を中心として神戸市の海浜か l本書と図鑑が揃うと設でも容易に種類を決定出来るこ
ら、東は武庫川、西は明石}II、北は丹上山、帝釈山 ! とである。それ故、単に神戸注入だけでなく、関西の
千苅までの聞の自生、または栽培品を含むνダ抱物以| 方なら大いに利用して裁くととの出来る好著である。
上の調査報告書である。 なお、口絵は美しい64枚の写真と附震には学名、和
調査記録した植物は 159科、 651震 1200屋、 214変| 名の丁寧な索引が付けてある。

種、 35品種である。この穏物種類数は木県所産の殆ん| 出版は神戸市長政局で非売品として出版されたもの
ど大部分を占めている。我々の最もよろとばしいこと! であるが、特に篤志家のために 50部が市日反されたか
は各科名の次に属の検察表があり、続いて種類の検索| ら、希望の方は至急注文されることを筒薦めする。
表が付けてある。検索表には専門書と違い、皇室棄の形
態に重きを置いているので一月で種類を決定すること
が出来る。また種類の次には突に要領を得た説明も記
重宝されていることである。それ故、どんな初心者でも
自由に、; 4 ; : 警に基づいて種類を決定することが出来る
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B 5版、 145ページ、上質紙使用、写真 64枚、京製
本、定価 1，000円、送料50円、昭和30年 8 月31日発
行、
発行演、大阪市大淀区中津本通 2丁目 104、六月社
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